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－・・－－一一－一高ホ学校とは－－一・・・・一・・・一・

1997年、高木仁三郎はプルトニウム利用の危険性を世界に広く知らせたとライト
ライブリフツド賞を受賞しました。この賞は平和や人権、環境など人類が今日直面
する標題の解決に力を尽くした人に与えられ、もう一つのノーベル賞と呼ばれます。
現代社会の直面する諸問題に市長の視点から取り組むことの出来る「市民科学者」を
育成したいと、趣旨に協賛する市長の支漣も得て、この賞金を原責に1998年暮高木
学校はスタートしました。2000年彼の死後も高木学校に集うメンバーが市長科学者
をめざし引き続き活動を続けており、2004年からは医療被ばく問題を中心に市民講座
を開き、がん検診による医療被ばく問題に取り組んできました。2011年3月11日の相

島原発震災以降は、崎山比早手きんのTV番組出演や国会参考人招致にとどまらず、
低線量被ばくに不安を抱く市長からの要請に応えメンバーが出前講演を行なっていま
す。

＿・．．－＿　高木仁三郎（1938－2000）プロファイル　－－＿

1938年群馬県前檎市に生まれ。61年末大理学部卒業後、日本原子力事業、65年末大

原子核研究所、69年東京都立大学助教授、72年マックス・ブランク核物理研究所審
員研究員、73年都立大を退職。75年原子力責料情報室設立、鋸年より98年まで原子
力責料情報室代表。プルトニウム利用問題の批判的研究と活動で国際的に高い評価
を得る。92年多田職子反権力人権賞、95年イーハトーブ賞、97年長崎被爆者手帳友
の会平和賞・ライト・ライブリフツド賞、2000年田尻賞受賞。原子力時代の末期症状
による大事故の危険性と、放射性廃棄物がたれ潰しになっていくことに対する危惧の
念を最後のメッセージに残し、2000年10月死去。

－－－．日－．＿・．日高未仁三郎著作－－＿・．＿．．－．

『新装版食卓に上がった放射能』高木仁三郎・渡辺美紀子2011、『新装版チェルノブ

イリ原発事故』2011、『新装版反原発、出射します』反原発出前のお店綱・高木仁三
郎監修2011、『高木仁三郎著作集』全12巻2004以上七つ森雷館、『新装版いま自然を
どうみるか』白水社2011、『原子力神話からの解放』講読社プラスアルファ文庫2011、
『烏たちの舞うとき』工作舎2000、『原発事故はなぜくりかえすのか』岩波新雷2000、

『市長科学者として生きる』岩波新書19卵、『市民の科学をめざして』朝日遺書1999、

『プルトニウムの未来』岩波新雷1卵4、『プルトニウムの恐怖』岩波新雷1，81他多数。



◆市民講座……高木学校の成果を広く市民に問う最重要の催しで・毎年カタログハウス
セミナーホールで開催しています。次貫をご参照ください。

◆月例勉強会……メンJト内の研縞を目的に・随時外部講師を招き開催します。最近では、
「軋・▼・肺がん県別検診受診率と死亡率の相聞」、「医療従事者における
電離放射線被ばくのリスク評価」（講師・木村真三）、「自治体におけるが
ん検診の実情」（講師・池尻成二）、「網野暗之を読む」など。

◆出前講師……高木学校から講師を瀬遺します。声をかけていただければ・小さな集ま
りでも講師や寸劇の出前に出かけます。楕鳥原発事故以降は、被ばくを心
配する市民からの講演依頼が押し寄せていますが、メンバー内で調整しな
がら、出前注文に応えられるよう努めています。お問い合わせはEメー
ル、電括、ファックスでどうぞ。

＊高木学校ウェッブ・サイトhttp：／／takasas．nain．jpには、市民講座、勉強会、見学会などの案内や、
新着情報、高木学校通信バックナンバーの紹介、書籍注文用のウェッブ・ショップがありますので
ご覧ください。

く高木学校ではこんなグループが活動しています〉

★医療被ばく問題研究グループ
世界でも突出して多い日本の医療糠ぱく
を低減するため、医学・生物学の知見を
学びながら、義量の記録手嶋や解説する
冊子の損布、出前惰座などをおこなって
います。被ばくする市長の声を聞き、学
食、霊界、行微にはたらきかけます。

★原子力問題研究グループ
放射線の人体や覆壌に与える影響
やその防疇について学んでいます。
原子力を取り巻くさまざまな問題を次世代にどう伝
えていくか、「庸子力教育を考える会」と連携した
話勤もおこなっています。

㌶霊苦る，ラスチッ，ごみ夢
やコンクリートの廃材など、私たちの生着と闘わり
の潔いものをとりあげています。リサイクルの環臭
と慎麓を覆嶋の『量を量ねて明らかにし、ごみの少
ない社食を実現するための方策を探ります。

★化学物賞問題研究グループ
市民の観点でダイオキシン、環境ホル
モンなど氾濫する化学穐貫がもたらす
問題にとりくんでいます。工場見学などを遺して科
学技蕪のあり方を問い止します。

★寸劇詐＋持し方教室
時の内嚢が良くても、
柏手にわかるr青い方」でなければ、伝わりにくく、
もったいない。「人の心を掴む」養覆妓法を轟き、
寸錮上演。サポートの会キャプテン・林洋子が指導。

★くらしの中からかえるプロジェクト
一人一人のくらしに根ざした、雷の

棉からの当事者による問題の鷲鼻
（環境・社会の問題）を支捜し、そ
の活動の紀鴨を行ってゆく。また当
事者による政策捷富の可能性を広げ
るための基礎的な研究を行う。

＊上把グループの活動に興味のある方は、
事務局までお問い合わせください


